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フィンランド共和国 

 

1.概要 

通称フィンランドは、北ヨーロッパに位置する共和制国家。首都はヘルシンキ。バルト海東岸に位

置する国の一つであり、国境は、北はノルウェー、西はスウェーデン、東はロシアと接する。南はフ

ィンランド湾と挟みエストニアと相対している。 

国体の変化が激しい歴史を持つ国家であり、王制から共和制へ変換された国々の一国として知られ

ている。ロシア帝国が第二次ロシア・スウェーデン戦争後にフィンランドを併合してフィンランド

大公国にした１８０９年まで、スウェーデン王国に属していた。後に、ロシア帝国がロシア革命で

崩壊したことで１９１７年に独立を果たした。独立後、フィンランドでは４つの戦争が行われた。

１９１８年のフィンランド内戦、ロシア革命で成立したソビエト連邦との冬戦争（１９３９年～１

９４０年）、第二次世界大戦に伴うソ連との継続戦争（１９４１年～１９４４年）とソ連との講和後

のナチス・ドイツとのラップランド戦争（１９４４年～１９４５年）である。それぞれの戦争におい

て、共和国の軍隊は、軍の最高司令官であるマンネルへイム元帥によって率いられた。冬戦争と継

続戦争により幾らかの土地をソ連に奪われるも、ソ連に併合されたバルト三国と異なり独立を維持

した。 

首都ヘルシンキは露仏同盟以来、ロシア帝国の主要都市であるサンクトペテルブルク方面へ西側諸

国が投資や往来をするための前線基地となってきた。フィンランドで成長しているもう一つの重要

な都市エリアは、ヘルシンキの北約１８０ km にあるタンペレである。同じく直近の旧領ヴィボルグ

はサイマー運河の出口であったが、現在はロシア領で、ノルド・ストリームの経由地となっている。

ロシアと欧州諸国の間にある地政学的な重要性から、度々勢力争いの舞台や戦場になってきた。 

外交・安全保障やエネルギー政策を巡り東西の綱引きが行われている。西側の技術によるオルキル

オト原子力発電所とソ連の技術で建設されたロヴィーサ原子力発電所の両方を運用する唯一の国で

あり、オンカロ処分場が２０２０年に開設されれば世界初の使用済み核燃料の最終処分場となる。

人口や経済規模は小さいが一人当たりＧＤＰなどを見ると、豊かで自由な民主主義国として知られ

ている。フィンランドは２０１４年のＯＥＣＤレビューにおいて「世界でもっとも競争力が高く、

かつ市民が生活に満足している国のひとつである」と報告された。フィンランドは収入、雇用と所

得、住居、ワークライフバランス、保健状態、教育と技能、社会的結びつき、市民契約、環境の質、

個人の安全、主観的幸福の各評価において、全ての点でＯＥＣＤ加盟国平均を上回っている。 

なお、同国は１９９５年、欧州連合（ＥＵ）加盟国となった。２０２０年の積極的平和指数で欧州連

合で第 1位にランクされた。 

 

2.国名・象徴 

フィンランドは「フィン人の国」という意味で、スオミはフィン人の自称である。「スオミ」の語源

については多くの説が提唱されており定説はないが、同じウラル系の「サーミ」や「サーミッド」

（サモエード）と同源とする見方がある。「スオミ」については古くはフィンランド南西端、バルト

海沿岸にある都市トゥルクを中心とする限られた地域を指す単語であったのが、のちに国土全体を

指す単語に変容し、そこに住んでいたスオミ族の名がフィンランド語の名称になった。正式名称は、
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フィンランド語では Ｓｕｏｍｅｎ ｔａｓａｖａｌｔａ、スウェーデン語では Ｒｅｐｕｂｌｉｋｅ

ｎ Ｆｉｎｌａｎｄ。公用語はフィンランド語とスウェーデン語。 

現在のフィンランドの土地には、旧石器時代から人が居住した。南には農業や航海を生業とするフ

ィン人が居住し、のちにトナカイの放牧狩猟をするサーミ人が、北方に生活を営むようになった。 

４００年代にノース人のスヴェーア人がフィンランド沿岸に移住を開始し、居住域を拡大していっ

た。 

１１５５年にはスウェーデン王エリク９世が北方十字軍の名のもとフィンランドを征服し、同時に

キリスト教（カトリック）を広めた。１３２３年までにはスウェーデンによる支配が完了し、正教会

のノブゴロド公国との間で国境線が画定したことで、名実ともにスウェーデン領になった。１６世

紀の宗教改革でスウェーデンのグスタフ１世がルター派を受け入れたため、フィンランドもルター

派が広まることになった。カトリックの承認を得ずに司教となったアグリコラが聖書翻訳を進めた

ことで、フィンランドは新教国としての性格を決定的にした。 

１５８１年にはフィンランドの独立が模索された結果、ヨハン３世が「フィンランドおよびカレリ

ア大公」となり、スウェーデン王国が宗主国となる形でフィンランド公国建国が宣言された。しか

しこれは、フィンランドに植民したスウェーデン人が中心で長くは続かなかった。この時代のフィ

ンランドはスウェーデン＝フィンランドと呼称されており、スウェーデンによる大国時代を形成し

ていた。 

１７００年から始まった大北方戦争の結果の１７２１年のニスタット条約で、フィンランドの一部

（カレリア）がロシア帝国に割譲された。ナポレオン戦争の最中にスウェーデンが敗北すると、１

８０９年にアレクサンドル１世はフィンランド大公国を建国し、フィンランド大公を兼任すること

になった。その後、スウェーデンは戦勝国となったが、フィンランドはスウェーデンに戻らず、ロシ

アに留め置かれた。 

１９世紀のナショナリズムの高まりはフィンランドにも波及し、『カレワラ』の編さんなど独自の歴

史研究がなされた。その一方でロシア帝国によるロシア語の強制などでフィンランド人の不満は高

まった。 

１８９９年、ニコライ２世が署名した二月詔書には、高揚するロシア・ナショナリズムに配慮して

フィンランドの自治権廃止宣言が含まれていたことがフィンランド人に発覚したため、フィンラン

ドで暴動が発生している。１９０４年６月１７日にはフィンランド民族主義者オイゲン・シャウマ

ンによるロシア総督ニコライ・ボブリコフ暗殺の惨事に至り、ついに１９０５年には「自治権廃止」

は撤回された。 

１９１７年のフィンランド上元老院、最初の議長であるペール・スヴィンヒューが首相の座に就い

た。 

第一次世界大戦末期の１９１７年にはロシア革命の混乱に乗じてフィンランド領邦議会は独立を宣

言した。１９１８年に共産化し、オットー・クーシネンらを首班としたフィンランド社会主義労働

者共和国が成立した。その後、敗戦国となったドイツ軍など外国の介入もあり、フィンランド南部

で優勢さった赤軍は白軍のマンネルヘイムにより鎮圧され、１９１９年には憲法を構成するフィン

ランド政体法が制定された（フィンランド内戦）。 
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独立後のフィンランドの政情や国際情勢は不安定で、１９２１年にスウェーデンとオーランド諸島

の領土問題で争ったが、国際連盟の事務次官であった新渡戸稲造による「新渡戸裁定」で解決をみ

た。 １９３２年にはソビエト連邦との間に不可侵条約を締結したが、１９３９年にソビエト連邦は

同条約の破棄を通告。その直後から１９４０年の間、侵攻するソビエト連邦との間で冬戦争が行わ

れ、国土の１０分の１を失った。喪失した地域はおもに人口と産業密度の高い南東部で、ヴィープ

リ州には最も要となる港湾があった。ペツァモ州にはニッケル鉱床と国内唯一の不凍港と北極海へ

の出入り口があった。これらが失われたうえ、サイマー運河も両断された。 

２０１０年代にクリミア・東部ウクライナ紛争などでロシアの脅威が高まったため、西側への接近

を加速している。２０１７年にはスウェーデンとともにイギリス主導でＮＡＴＯや国際連合に協力

する合同派遣軍への参加を決めた。サウリ・ニーニスト大統領は２０２２年１月１日の演説で、Ｎ

ＡＴＯへの加盟申請を含む「選択の自由がある」と語った。ロシアのウクライナ侵攻を受け、２０２

２年５月には数十年に及ぶ軍事的中立方針を転換し、スウェーデンと共にＮＡＴＯへの加盟申請を

行った。当初トルコがクルド人問題を理由に難色を示したものの、２０２３年３月３０日までには

トルコ含む全加盟国がフィンランドの加盟を承認、４月４日、ＮＡＴＯに正式加盟をした。スウェ

ーデンよりも一足先に加盟したため、ニーニスト大統領は、「スウェーデンも早期に加盟しないと解

決にはならない」と隣国スウェーデンのＮＡＴＯ加盟を改めて訴えた。 

 

3.フィンランドの人口・教育 

特徴的な事柄を挙げるとすれば、男女同権思想がある。生産性の低い土地に住んでいたためか、農

業時代から女性も男性と同じくらい働き、発言権を持っていた。フィンランドで普通選挙が導入さ

れたとき、ヨーロッパ初の女性参政権も当然のように付属していたのはフィンランドならではであ

る。２０１５年現在も女性の社会進出は世界最高レベルで、労働市場における女性比率は４０％に

達するが、これはアファーマティヴ・アクション制やクオータ制のようなフェミニズムプログラム

なしで達成している。 

また、俗説としてフィンランド人は「恥ずかしがりや」であり、サウナのように集団で集まりやすい

場を大切にし、顔を合わせずに会話のできる電話や携帯電話の普及が早かったと言われる。ヨーロ

ッパで「フィンランド人は無口で、話すときは独特の抑揚のない言語で不機嫌そうにしゃべる」と

いうステレオタイプの印象が元になった。 

学校教育ではフィンランド語、スウェーデン語が必修であり、さらに英語やその他の言語の教育が

行われている。本土のスウェーデン系国民は幼いころからテレビなどを通じて自然にフィンランド

語を習得することが多いが、フィンランド系国民の多くは７年生（中学校の初年度）から学校でス

ウェーデン語の学習を始める。現在ではスウェーデン語より英語に重点がおかれており、小学３年

生程度から英語の授業が始まる。さらに小学校高学年、また中学校でもその他の外国語を選択科目

として履修できる。ただし、外国語科目のカリキュラムなどは自治体や学校により異なることがあ

る。国民の外国語に対する関心も全般に高いため、４～５か国語を使いこなすフィンランド人も多

い。 

大学は全て国立で無料であり、受験戦争はフランスや日本ほど厳しくはない。しかし教育における

「フィンランドメソッド」の注目を集めている。生徒は競争による相対評価ではなく、達成度によ
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って評価されるといわれている。ただし、これは学力の違いを無視した平等教育ではない。実際に

は高校入学は中学の成績に基づいて振り分けが行われている。また、中学校の教育に特筆されるの

は３分の１の生徒が特別学級に振り分けられるか、補習授業を受けていることである。このように、

学力による差別化および低学力の生徒に対する個別の教育により落ちこぼれを学校ぐるみで防ぐ制

度がフィンランドの教育の特徴である。 

ユネスコの定義による高等教育機関の進学率は世界第２位の８７％である。２００４年度に行われ

たＯＥＣＤ（経済協力開発機構）のＰＩＳＡ（学習到達度調査）では世界一である。ＰＩＳＡは（１）

読解力（２）数学リテラシー（３）科学リテラシーという３分野のみの調査を５７か国に対して行っ

たものである。 

フィンランドの学校は週休２日制である。教師はその専門性が一層重んじられ、修士の学位取得が

基本である。授業時間も日本よりかなり少なく、また「総合的な学習」に相当する時間は日本より多

い。近年、日本で批判されている「ゆとり教育」に一見似ているが、家庭学習を重視し宿題が比較的

多く、成績別教育により成績下位者への支援態勢が特に手厚くなっているなど、その実態はかなり

異なる。制度的にも教育内容や教授方法への教育行政の指示が少なく、分権化が進んでいること、

義務教育にも留年制度があること、小学校から大学まで多くの学校で学費が無料であることなどの

違いがある。 

１９４３年の法により、小中学校および後期中等教育学校・職業学校（日本でいう高等学校普通科

と専門学科に近似）における給食は完全に無料である。 

 

4.言語・宗教 

使用されている言語はフィンランド語が９３．４％、スウェーデン語が５．９％で、この２言語が公

用語である。１９１９年に制定された。サーミ人はサーミ語を使用し、１９７０年代にその地位は

向上した。１９９９年の基本法制定により、準公用語と明記された。同時にロマ人その他の少数民

族に対する配慮も加えられている。また、ロシア語を母語とするロシアからのいわゆる帰還者は最

近増加しつつある。スウェーデン語は既にフィンランドに根を下ろしており、少数派とはいえ、企

業や産業界で影響力を持ち、政府にも主要政党を持っているため、公用語問題は歴史的な問題であ

った。これに対しロシア語は 1 世紀にわたり支配社会の上層部にのみ影響を与えただけで、国民に

浸透することはなかった。 

宗教は、フィンランド福音ルター派教会が７８％、フィンランド正教会が１．１％、ほかの宗教（ロ

ーマ・カトリック教会、ユダヤ教、イスラム教）と無宗教２０％である。フィンランド福音ルター派

教会とフィンランド正教会は国教として扱われており、政府が国民から直接税の形で集めた教会税

によって資金的援助を受けている。しかし、近年では国民の信仰心の低下や政教分離の意見の高ま

りなどから、教会への支援は世論からの支持を受けなくなる傾向にあり、それに伴い「教会税」も毎

年減少傾向にある。 

 

 

 

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』 
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